職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	上場企業および大手グループ企業を対象に、連結決算・開示・管理会計を中心とした会計・経営管理領域の高度化支援に従事。IFRSや新会計基準導入に伴う論点整理、業務プロセス設計から、EPM・ERP導入プロジェクトの構想策定・要件定義・PMOまで一貫して担当してきた。決算・レポーティング業務の可視化と標準化を通じ、月次決算日数の短縮やデータ統制強化を実現。会計実務とシステム双方の知見を活かし、現場に定着する改革を強みとする。



■　職務経歴
勤務先名：○○アドバイザリー＆コンサルティング株式会社　　　　　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
◆事業内容：会計・財務領域を中心とした経営管理高度化支援／経理DX・EPM導入／ERP導入支援／内部統制・会計基準対応
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	業務内容

	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：ファイナンス＆トランスフォーメーション部

　　　　　　　　

	
	【担当職務】　
●会計・経営管理領域
· 上場企業・大手グループ企業における連結決算・開示プロセスの高度化支援
· IFRSおよび新会計基準（収益認識基準等）導入に伴う会計論点整理、業務設計支援
· 管理会計制度（KPI設計、予実管理、セグメント管理）の再構築支援システム／DX領域
· EPM（CCH Tagetik、Oracle Hyperion 等）導入プロジェクトにおける構想策定／要件定義／PMO支援
· ERP（SAP S/4HANA、Oracle系）導入・刷新プロジェクトにおけるFI領域の業務要件整理・導入支援
· BIツール（Power BI 等）を活用した経営ダッシュボード設計

【実績・成果】
· 決算・管理会計プロセスの可視化および業務再設計により、月次決算日数を30〜40％短縮
· EPM導入を通じたレポーティング自動化・標準化により、手作業工数削減およびデータ統制の強化を実現
· 子会社・海外拠点を含む業務標準化を推進し、連結精度の向上および決算品質の安定化に貢献






■　保有資格・スキル
【資格】
  米国公認会計士（USCPA）試験合格 
  日商簿記1級 
【スキル】
  IFRS／日本基準に関する実務知見 
  連結会計、開示、管理会計、J-SOX対応
  EPM：CCH Tagetik、Oracle Hyperion 
  ERP：SAP S/4HANA、Oracle系ERP 
  BI：Power BI 
  Excel（Power Query、ピボット、関数、業務自動化）
英語：ビジネスレベル（メール・会議対応）
■　自己PR
会計・経営管理領域を中心に、課題分析から施策立案、システム導入、定着化まで一貫して支援してきた点が私の強みです。決算・管理会計業務における課題を、業務プロセス・データ・KPIの観点から構造的に整理し、現場実務とシステムの両面を踏まえた実行可能な施策へ落とし込んできました。
例えば、連結決算・レポーティングプロセスの見直しでは、業務整理とEPM導入を組み合わせることで、決算日数の短縮や工数削減、連結精度の向上を実現しました。また、子会社経理部門、監査法人、システムベンダーなど多様なステークホルダーとの調整を通じ、合意形成を図りながらプロジェクトを推進してきました。
今後も、会計・IT双方の知見を活かし、クライアントの経営管理高度化と持続的な業務改善に貢献していきたいと考えています。
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